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ま と め産地戦略
グリーンな栽培体系への転換サポート事業によって化学肥料と化学農薬を使わないグリーンな
エゴマ栽培体系を確立することができた。
１ 環境負荷低減の取組について

①化学農薬の使用量の低減・・・＞乗用中耕機の活用など化学農薬以外の防除方法の確立
②化学肥料の使用量の低減・・・＞有機資材（鶏糞堆肥）の活用、ドローンによるセンシング
③スマート農業機械などの活用・・・＞直進アシストトラクターの活用とセンシングドローンの導入

２ 情報発信と消費者理解の醸成
ホームページ、広報、SNS、アグリビジネス創出フェア（東京）とアグリビジネス創出ﾌｪｱ in東海、出前授業

３ 成果と課題
（１）成果

①手作業中心の、50a未満の小規模なエゴマのグリーンな栽培法を確立できた。
②機械化による、50aを超えるエゴマのグリーンな移植栽培法を確立できた。
③機械化により、中・大規模のエゴマのグリーンな移植栽培の大幅な省力化を達成できた。
④化学農薬・化学肥料を使わないグリーンなエゴマ栽培マニュアルと産地戦略を策定できた。
⑤研究発表により、他の栽培者、研究者などと情報交換ができ、栽培方法の確立ができた。

（２）課題
①エゴマ栽培を機械化をするには、高価な専用の農業機械が必要となる。
②農業機械1セットの場合には、移植栽培は3haが限界と考える。
③3haを超える場合などは「直は」による栽培方法を検討する必要があるが、栽培技術が確立されていない。
④オナモミなど夏季に多く繁茂する雑草に対する対処法を検討する必要がある。
⑤直進アシストトラクター以外の、野菜移植機、乗用中耕機、小型コンバインも直進アシスト機能があると効

率的な作業ができる。
⑥ドローンセンシングはまだ確立されておらず、今回の検証では十分な成果をあげられなかった。センシング

データの活用法も課題である。作物ごとのセンシングデータの活用法を研究する必要がある。また、初期投
資が必要ない衛星を使ったセンシング普及してきたので検討すべき。

3年間、エゴマ栽培について「グリーンな栽培体系への転換サポート事業」により支援をいただいたことに感謝し
ます。中山間地域の営農体と大学ベンチャーが協力して課題を解決するという画期的な取組みによって多くの成果
を上げることができました。
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①播種～育苗

④刈取り～調整

③定植～中耕

②ほ場準備

中耕後 一次乾燥

定植耕起 畝立て 中耕

刈取り ふるい

育苗播種 堆肥散布土詰め

128穴セルトレイ、種まき培土
スズテックSTS120（100トレイ/時間）

発酵鶏糞400㎏/10a潅水チューブで早朝15分間の潅水

サイドリッジャー付直進アシストトラクター
SL600GSによる耕起と溝切

吸引精密播種機、標準の吸着板使用
スズテックSVR-100A

湿害対策としてイセキJKB17中耕機で
定植前に畝立て

ヤンマー野菜乗用定植機
オペレータと苗運び2人で１ha/日

イセキJKB17の中耕機仕様
２ha/日

２回目の中耕後のほ場の様子
6月下旬、7月上旬、中旬に3回

クボタSC250Jそばコンバイン
オペレーターと運搬2人で２ha/日

刈取ったエゴマを24時間鉄コンに入れ排
風機で一次乾燥

回転ふるい機でエゴマ以外のものを取
除く

やまがたエゴマ協議会
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播種 中耕定植 刈取り

手作業による 3.9時間・人/10a
播種機による 2.2時間・人/10a
作業効率 1.7倍

手作業による 13.8時間・人/10a
定植機による 5.5時間・人/10a
作業効率 2.5倍

小型中耕機による 15.7時間・人/10a
乗用中耕機による 2.1時間・人/10a
作業効率 7.4倍

収穫作業はそばコンバインを流用し
て使用
作業時間 1.5時間・人/10a

有機質資材の施用・・・堆肥の活用
鶏糞堆肥100,200,400㎏/10aで試験を行い400㎏/10aが生育・収量がよい。
堆肥は地元養鶏農家の発酵鶏糞を使用

化学肥料の施用減少
化学肥料を使用しない栽培

化学農薬の使用減少
化学農薬を使わない栽培。除草は中耕作業による。

センシングドローンの活用
直進アシスト
トラクターの活用

マルチスペクトルカメラ付きドローンを使用して、写真・NDVI・SRVI値を撮影・測定。KSASにより生育メッシュマップを作成
し肥料の検討。写真画像からエゴマの生育と雑草の繁茂を調査する。

直進アシスト機能を使った耕起・溝切作業
その後の中耕・刈取り作業の効率化を図る

湿害対策 雑草対策 直播栽培

カットブレーカーなどを活用した湿害対策 雑草が繁茂した時の対策
雑草「オナモミ」対策

移植栽培は苗の管理・老化等から6haが限界。直播栽培体系の確立により栽培
面積の大幅な拡大と作業内容・時間・コストの削減につなげる。


	スライド 1
	6アグリBポスター（エゴマ協3）
	スライド番号 1

	アグリBパンフ（エゴマ協１）
	スライド番号 1

	アグリBポスター（エゴマ協2）
	スライド番号 1


